
一　

は
じ
め
に

　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
第
一
紙
七
行
目
の
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
が
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い
る
文
字（

１
）に

つ
い
て
、
令
和

三
年
一
〇
月
一
八
日
に
中
尾
堯
先
生
か
ら
「
開
祏
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

　

お
り
し
も
、
筆
者
は
日
蓮
宗
新
聞
に
「『
観
心
本
尊
抄
』
の
世
界
」
を
連
載
中
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
纏
め
て
書
籍
と
し
て
刊
行
す
る

た
め
に
編
集
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
早
速
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
思
え
た
。

　

ま
た
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
七
紙
表
二
行
目（

２
）に

も
同
じ
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
も
「
開
祏
」
に
訂
正
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
日
蓮
聖
人
『
観
心
本
尊
抄
』
述
作
七
五
〇
年
」
を
記
念
し
て
、
令
和
四
年
四
月
二
五
日
に
日
蓮
宗
新
聞
社
か
ら
刊

行
さ
れ
る
拙
著
「『
観
心
本
尊
抄
』
の
世
界
」
上
巻
で
は
、
当
該
文
字
を
「
開
祏
」
と
表
記
し
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
同
書
の
凡
例
に

付
記
し
た
。 日

蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て

庵　
　
　

谷　
　
　

行　
　
　

亨

（ 3 ）

身
延
論
叢
第
二
十
七
号　

令
和
四
年
三
月



　

そ
の
後
、
令
和
三
年
一
二
月
一
〇
日
に
発
行
さ
れ
た
『
法
華
』
誌
所
収
の
「
聖
教
殿
の
日
蓮
聖
人
ご
真
蹟
㊹
」
に
お
い
て
、
中
尾
堯
先

生
は
『
観
心
本
尊
抄
』
本
文
（
真
蹟
第
七
紙
表
二
行
目
）
と
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』（
真
蹟
第
一
紙
七
行
目
）
の
当
該
文
字
に
つ
い
て
、
共

に
「
開
祏
」
と
し
「
か
い
せ
き
」
と
ふ
り
が
な
を
付
し
、「
奥
深
い
石
蔵
の
扉
を
開
く
と
い
う
意
味
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る（

３
）。

　

な
お
、『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
二
紙
三
行
目（

４
）に

も
同
じ
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
真
蹟
文
字
の
確
認
に
加
え
て
、
い
く
つ
か
の
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
と
「
日
蓮
聖
人
遺
文
解
説
書
」
を
参
照
し
、
当
該
文

字
の
判
読
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二　

真
蹟
の
文
字

１　
『
観
心
本
尊
抄
』
の
真
蹟
文
字

　
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
七
紙
表
二
行
目
の
当
該
文
字
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る（

５
）。

図
版
１
「
開
●
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
七
紙
表
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
三
頁
二
行
目
）『
昭
定
』
七
〇
八
頁
八
行
目・

真
。

（ 4 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



　

示
偏
に
石
、
衣
偏
に
石
、
ま
た
は
手
偏
に
石
の
よ
う
に
読
め
る
。
示
偏
に
石
は
「
祏
」、
衣
偏
に
石
は
「
袥
」、
手
偏
に
石
は
「
拓
」
で

あ
る
。

　

当
該
文
字
を
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
に
見
ら
れ
る
「
示
」
の
文
字
（
図
版
２（

６
））

と
比
較
す
る
と
、
当
該
文
字
は
示
偏
の
「
祏
」
に
近
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

図
版
２
の
①
「
顕
示
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
五
紙
表
九
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
九
頁
九
行
目
）

図
版
２
の
②
「
示
現
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
六
紙
表
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
一
頁
二
行
目
）

（ 5 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
２
の
③
「
示
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
七
紙
裏
一
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
四
頁
一
七
行
目
）

図
版
２
の
④
「
示
現
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
九
紙
表
一
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
七
頁
一
行
目
）

図
版
２
の
⑤
「
宣
示
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
一
四
紙
裏
九
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
八
頁
九
行
目
）、⑥
「
宣
示
」
第
一
四
紙
裏
一
二

行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
八
頁
一
二
行
目
）

（ 6 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
２
の
⑦
「
示
現
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
一
六
紙
表
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
一
頁
三
行
目
）

図
版
２
の
⑧
「
顕
示
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
一
七
紙
表
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
三
頁
七
行
目
）

　

当
該
文
字
を
衣
偏
の
「
袥
」
で
あ
る
と
す
る
と
、『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
「
被
」（
図
版
３（

７
））、『

観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
の
「
被
」

（
図
版
４（

８
））

の
衣
偏
と
近
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る（

９
）。

　

松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典

（
（1
（

』・

川
澄
勲
編
『
仏
教
古
文
書
字
典

（
（1
（

』・

同
編
『
日
蓮
大
聖
人
用
字
集

（
（1
（

』
は
共
に
衣
偏
の
「
袥
」
と

し
て
い
る
。

（ 7 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
３
「
被
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
四
紙
表
一
〇
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
七
頁
一
〇
行
目
）

図
版
４
「
被
」『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
第
一
紙
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
五
頁
七
行
目
）

　
「
拓
」
の
用
例
は
日
蓮
聖
人
の
『
貞
観
政
要
』
写
本
に
見
ら
れ
る

（
（1
（

が
、『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
当
該
文
字
と
は
筆
づ
か
い
が
異
な
る
。

２　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
の
真
蹟
文
字

　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
第
一
紙
七
行
目
の
当
該
文
字
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
図
版
５

（
（1
（

）。

（ 8 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
５
「
開
●
」『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
第
一
紙
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
五
頁
七
行
目
）
＊
前
掲
図
版
４
と
同
じ

　

示
偏
に
石
、
衣
偏
に
石
、
手
偏
に
石
、
ま
た
は
木
偏
に
石
の
よ
う
に
読
め
る
。
木
偏
に
石
は
「
柘
」
で
あ
る
。

　

当
該
文
字
を
示
偏
の
「
祏
」
で
あ
る
と
す
る
と
、『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
「
祇
」（
図
版
６

（
（1
（

）、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
の
「
祕
」

（
図
版
７

（
（1
（

）
等
の
示
偏
と
近
似
し
て
い
る

（
（1
（

。

図
版
６
の
①
「
祇
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
三
紙
表
一
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
五
頁
一
三
行
目
）

（ 9 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
６
の
②
「
祇
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
五
紙
裏
一
六
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
〇
頁
一
六
行
目
）、③
「
祇
」
第
五
紙
裏
一
七
行
目

（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
〇
頁
一
七
行
目
）

図
版
６
の
④
「
祇
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
一
四
紙
裏
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
八
頁
二
行
目
）

図
版
７
「
祕
」『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
第
一
紙
六
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
五
頁
六
行
目
）

（ 10 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



　

当
該
文
字
を
衣
偏
の
「
袥
」
で
あ
る
と
す
る
と
、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
の
「
被
」（
図
版
４

（
（1
（

）
の
衣
偏
と
近
似
し
て
い
る
。
川
澄

勲
編
『
仏
教
古
文
書
字
典
』
は
『
観
心
本
尊
抄
』
の
文
字
と
同
様
に
、
衣
偏
の
「
袥
」
と
し
て
い
る

（
（1
（

。

図
版
４
「
被
」『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
第
一
紙
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
五
頁
七
行
目
）
＊
前
掲
図
版
５
と
同
じ

　

手
偏
の
「
拓
」
は
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
「
扶
」（
図
版
８

（
（2
（

）
等
の
手
偏
の
用
例

（
（2
（

と
比
較
す
る
と
可
能
性
が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

図
版
８
「
扶
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
一
四
紙
表
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
七
頁
三
行
目
）

　

木
偏
の
「
柘
」
も
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
「
根
」（
図
版
９

（
（2
（

）、
等
の
木
偏
の
用
例

（
（2
（

と
比
較
す
る
と
可
能
性
が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（ 11 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
９
の
①
「
根
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
三
紙
表
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
五
頁
二
行
目
）、
②
「
根
」
第
三
紙
表
三
行
目
（『
真
蹟

集
成
』
第
四
巻
五
頁
三
行
目
）、
③
「
根
」
第
三
紙
表
四
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
五
頁
四
行
目
）

３　
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
の
真
蹟
文
字

　
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
二
紙
三
行
目
の
当
該
文
字
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
図
版
10

（
（2
（

）。

図
版
10
「
開
●
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
二
紙
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
三
頁
三
行
目
）

（ 12 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



　

示
偏
に
石
、
ま
た
は
衣
偏
に
石
の
よ
う
に
読
め
る
。
日
蓮
聖
人
真
蹟
文
字
の
示
偏
と
衣
偏
は
極
め
て
近
似
し
て
い
る
。

　

当
該
文
字
を
示
偏
の
「
祏
」
と
す
る
と
、『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
「
禮
」（
図
版
11

（
（2
（

）、「
神
」（
図
版
12

（
（2
（

）、『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真

蹟
の
「
祇
」（
図
版
13

（
（2
（

）、「
神
」（
図
版
14

（
（2
（

）、「
福
」（
図
版
15

（
（2
（

）
等
に
見
ら
れ
る
示
偏
の
用
例

（
（3
（

に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

図
版
11
「
禮
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
一
二
紙
表
一
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
三
頁
一
三
行
目
）

図
版
12
の
①
「
神
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
一
三
紙
裏
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
六
頁
七
行
目
）

（ 13 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
12
の
②
「
神
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
一
四
紙
表
一
五
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
七
頁
一
五
行
目
）、③
「
神
」
第
一
四
紙
表
一
七

行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
七
頁
一
七
行
目
）、

図
版
13
の
①
「
祇
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
九
紙
四
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
〇
頁
四
行
目
）

図
版
13
の
②
「
祇
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
二
四
紙
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
五
頁
三
行
目
）

（ 14 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
14
の
①
「
神
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
二
一
紙
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
二
頁
七
行
目
）

図
版
14
の
②
「
神
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
二
二
紙
一
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
三
頁
一
行
目
）

図
版
14
の
③
「
神
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
二
四
紙
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
五
頁
三
行
目
）

（ 15 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
15
の
①
「
福
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
四
二
紙
（
下
巻
第
一
六
紙
）
八
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
四
三
頁
八
行
目
）

図
版
15
の
②
「
福
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
四
二
紙
（
下
巻
第
一
六
紙
）
一
五
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
四
三
頁
一
五
行
目
）

図
版
15
の
③
「
福
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
四
四
紙
（
下
巻
第
一
八
紙
）
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
四
五
頁
二
行
目
）

　

ま
た
、
当
該
文
字
を
衣
偏
の
「
袥
」
と
す
る
と
、『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
「
被
」（
図
版
３

（
（3
（

）、『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
の
「
被
」

（
図
版
16

（
（3
（

）
等
に
見
ら
れ
る
「
衣
」
偏
の
用
例

（
（3
（

に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

（ 16 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
３
「
被
」『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
四
紙
表
一
〇
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
七
頁
一
〇
行
目
）

図
版
16
の
①
「
被
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
四
紙
八
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
五
頁
八
行
目
）

図
版
16
の
②
「
被
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
一
紙
九
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
二
頁
九
行
目
）

（ 17 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
16
の
③
「
被
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
三
紙
一
〇
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
四
頁
一
〇
行
目
）、④
「
被
」
第
一
三
紙
一

一
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
四
頁
一
一
行
目
）

図
版
16
の
⑤
「
被
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
四
紙
一
〇
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
五
頁
一
〇
行
目
）

図
版
16
の
⑥
「
被
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
九
紙
六
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
〇
頁
六
行
目
）

（ 18 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



図
版
16
の
⑦
「
被
」『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
二
一
紙
六
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
二
頁
六
行
目
）

　

こ
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
真
蹟
文
字
の
示
偏
と
衣
偏
は
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
文
字
は
「
祏
」
と
「
袥
」
の
ど
ち
ら

に
も
判
読
で
き
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

三　
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
の
文
字

　

各
種
の
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
に
お
い
て
、
当
該
文
字
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

１　
『
観
心
本
尊
抄
』
の
文
字

　

お
も
な
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
に
お
け
る
『
観
心
本
尊
抄
』
第
七
紙
表
二
行
目
の
当
該
文
字

（
（3
（

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　
『
観
心
本
尊
抄
』
の
本
文
は
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

其
上
捨ﾚ

多
付ﾚ

小
法
華
経
文
分
明
少
有ｲ

恃
怙ｱ

法
華
経
文
何
所
十
界
互
具・

百
界
千
如・

一
念
三
千
分
明
証
文
有ﾚ

之
。
随
開ｲ

袥
経

文ｱ

断
諸
法
中
悪
等
云
云

（
（3
（

。

　

本
文
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
そ
の
う
え
、
仏
が
長
年
の
間
に
説
か
れ
た
多
く
の
経
典
を
捨
て
去
り
、
説
法
の
期
間
や
経
典
数

（ 19 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



の
少
な
い
法
華
経
に
依
る
と
し
て
も
、
法
華
経
の
文
に
十
界
互
具
が
明
ら
か
に
説
か
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
少
し
は
た
の
み
と
す
る
こ
と
も

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
法
華
経
の
文
の
ど
こ
に
十
界
互
具・

百
界
千
如・

一
念
三
千
が
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
明
確
な
証
文

が
あ
る
の
か
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
法
華
経
の
文
を
開
き
見
る
と
、
法
華
経
の
方
便
品
に
「
諸
法
の
中
の
悪
を
断
じ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
」。

　

本
文
は
、
第
一
八
番
問
答
の
問
文
の
一
部
で
、
問
者
が
法
華
経
方
便
品
の
「
断
諸
法
中
悪
」
の
文
を
挙
げ
て
、「
法
華
経
に
は
、
十
界
互

具
が
説
か
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
諸
法
の
中
の
悪
を
断
じ
る
と
あ
り
、
十
界
互
具
を
否
定
し
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
論
難

す
る
文
章
で
あ
る
。
問
者
に
と
っ
て
、「
断
諸
法
中
悪
」
は
「
法
華
経
に
十
界
互
具・

百
界
千
如・

一
念
三
千
が
説
か
れ
て
い
な
い
」
こ
と

を
証
明
す
る
決
定
的
な
経
文
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
蓮
聖
人
は
問
者
の
言
に
こ
の
語
句
を
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
（3
（

。
第
一
八
番
問

答
の
答
文
で
は
、
答
者
は
「
但
可ﾚ
会
断
諸
法
中
悪
経
文
也

（
（3
（

」
と
、
特
段
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
法
華
経
の
方
便
品・

天
台
大
師
の

『
法
華
玄
義
』・

章
安
大
師
の
『
観
心
論
疏
』
の
文
を
挙
げ
て
、
法
華
経
に
お
け
る
十
界
互
具・

一
念
三
千
を
論
証
し
て
い
る
。
問
者
が
疑

難
を
証
明
す
る
た
め
に
挙
げ
た
「
断
諸
法
中
悪
」
の
経
文
は
、
か
え
っ
て
、
法
華
経
の
十
界
互
具・

一
念
三
千
を
さ
ら
に
強
固
に
論
証
す

る
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
文
章
の
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
、
お
も
な
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
を
確
認
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１�

）
加
藤
文
雅
編
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
日
宗
社
発
行
（
明
治
三
七
年
八
月
二
八
日
）
九
三
五
頁

（
（3
（

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

（
２�

）
①
田
中
巴
之
助
『
再
訂
照
校
類
纂
高
祖
遺
文
録
』（
第
六
版
）
師
子
王
文
庫
発
行
（
大
正
六
年
五
月
一
二
日
）〈
読
み
下
し
文
〉
九
〇

頁
（
（3
（「

開
袥
」
と
表
記
し
「
カ
イ
タ
ク
」
と
読
み
が
な
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

（ 20 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



（
２�

）
②
櫻
井
智
堅
監
修
『
類
纂
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
平
成
版　

本
化
妙
宗
聯
盟
発
行
（
平
成
一
二
年
六
月
四
日
）〈
読
み
下
し
文
〉
八
六

頁
（
（4
（「

開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

（
３�

）
浅
井
要
麟
編
『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』
平
楽
寺
書
店
発
行
（
昭
和
九
年
）〈
読
み
下
し
文
〉
九
五
〇
頁

（
（4
（

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

（
４�

）
①
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
（
初
版・

昭
和
二
七
年
一
〇
月
一
〇
日
）
七

〇
八
頁

（
（4
（

本
文
中
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
祏
◯真
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

真
蹟
の
文
字
を
「
開
祏
」
と
判
読
し
、
編
集
に
お
い
て
本
文
を
「
開
拓
」
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
５�

）
立
正
安
国
会
編
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
』
立
正
安
国
会
発
行
（
昭
和
四
二
年
八
月
一
日
）
中
巻
一
一
頁

（
（4
（

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
の
記
載
は
無
い
。

（
４�

）
②
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
（
改
訂
増
補
版・

昭
和
六
三
年
一
〇
月
一
三

日
）
七
〇
八
頁

（
（4
（

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
の
記
載
は
無
い
。

（
４�

）
③
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
（
改
訂
増
補
第
三
刷
〈
訂
正
版
〉・

平
成
一

二
年
四
月
二
八
日
）
七
〇
八
頁

（
（4
（

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
の
記
載
は
無
い
。

（ 21 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



（
６�

）
米
田
淳
雄
編
『
平
成
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
連
紹
寺
不
軽
庵
発
行
（
平
成
六
年
一
〇
月
一
三
日
〈
読
み
下
し
文
〉）
三
〇
〇
頁

（
（4
（

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。
巻
末
の
「
校
訂
表
」
に
記
載
は
無
い
。

（
７�
）
阿
部
日
顕
監
修
『
平
成
校
定
日
蓮
大
聖
人
御
書
』
第
一
巻　

大
石
寺
発
行
（
平
成
一
四
年
四
月
二
八
日
）
七
五
五
頁

（
（4
（

本
文
中
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
袥
◯真
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
８�

）
①
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
会
『
日
蓮
宗
電
子
聖
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院
発
行
（
平
成
一
四
年
一
二
月
八
日

（
（4
（

）

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
８�

）
②
宗
祖
降
誕
八
百
年
慶
讃
事
業
広
報
出
版
部
会
『
日
蓮
宗 

新・

電
子
聖
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院
発
行
（
令
和
三
年
九
月

（
（4
（

）

「
開
祏
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

２　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
の
文
字

　

お
も
な
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
に
お
け
る
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
第
一
紙
七
行
目
の
当
該
文
字

（
（5
（

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
の
本
文
は
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

此
事
日
蓮
当
身
大
事
也
。
秘ﾚ

之
見ｲ

無
二
志ｱ

可ﾚ

被ﾚ
開ｲ
袥
之ｱ

歟
（
（5
（

。

　

本
文
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
こ
の
こ
と
は
日
蓮
の
身
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
法
門
で
す
。
こ
の
教
え
は
秘
密
に
し
て
、
堅
固
な

信
心
と
志
念
を
有
し
た
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
開
き
見
せ
て
く
だ
さ
い
」。

　

文
章
の
内
容
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
所
述
の
教
え
は
「
日
蓮
当
身
の
大
事
」
た
る
「
最
重
要
法
門
」
で
あ
る
た
め
、「
こ
れ
を
秘
」
し
、

「
無
二
の
志
」
を
確
認
し
て
か
ら
「
開
き
見
せ
る
」
こ
と
を
厳
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
開
き
見
せ
る
」
内
容
が
極
め
て
重
大
で
あ
る
た

（ 22 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



め
に
、
日
蓮
聖
人
は
意
図
的
に
こ
の
文
字
を
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
観
心
本
尊
抄
』
所
述
の
「
観
心
法
門
」
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
、『
三
澤
鈔
』
に
も
「
さ
ど
の
国
よ
り
弟
子
ど
も
に
内
々
申
法
門
あ
り
」「
此
大
法

（
（5
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
（5
（

。

（
１�
）
加
藤
文
雅
編
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
日
宗
社
発
行
（
明
治
三
七
年
八
月
二
八
日
）
九
五
七
頁

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
２�

）
①
田
中
巴
之
助
『
再
訂
照
校
類
纂
高
祖
遺
文
録
』（
第
六
版
）
師
子
王
文
庫
発
行
（
大
正
六
年
五
月
一
二
日
）〈
読
み
下
し
文
〉
一
〇

五
頁

「
開
袥
」
と
表
記
し
「
カ
イ
タ
ク
」
と
読
み
が
な
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
「
カ
イ
タ
ク
」
と
読
み
が
な
を
付
し
て
い
る
。

（
２�

）
②
櫻
井
智
堅
監
修
『
類
纂
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
平
成
版　

本
化
妙
宗
聯
盟
発
行
（
平
成
一
二
年
六
月
四
日
）〈
読
み
下
し
文
〉
一
〇

一
頁

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
３�

）
浅
井
要
麟
編
『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』
平
楽
寺
書
店
発
行
（
昭
和
九
年
）〈
読
み
下
し
文
〉
九
六
六
頁

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
４�

）
①
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
（
初
版・

昭
和
二
七
年
一
〇
月
一
〇
日
）
七

（ 23 ）
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蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
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袥
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文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
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亨
）



二
一
頁

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
の
記
載
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
脚
注
に
「
拓
＝
祏
◯真
」
と
記
載
し
て
い
る
が
、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
で
は
「
開

拓
」
と
表
記
す
る
の
み
で
脚
注
に
記
載
が
な
い
。

（
５�

）
立
正
安
国
会
編
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
』
立
正
安
国
会
発
行
（
昭
和
四
二
年
八
月
一
日
）
中
巻
一
〇
三
頁

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
の
記
載
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
４�

）
②
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
（
改
訂
増
補
版・

昭
和
六
三
年
一
〇
月
一
三

日
）
七
二
一
頁

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
の
記
載
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
４�

）
③
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
（
改
訂
増
補
第
三
刷
〈
訂
正
版
〉・

平
成
一

二
年
四
月
二
八
日
）
七
二
一
頁

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
の
記
載
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
６�

）
米
田
淳
雄
編
『
平
成
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
連
紹
寺
不
軽
庵
発
行
（
平
成
六
年
一
〇
月
一
三
日
）〈
読
み
下
し
文
〉
三
一
四
頁

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。
巻
末
の
「
校
訂
表
」
に
記
載
は
無
い
。

（ 24 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
７�
）
阿
部
日
顕
監
修
『
平
成
校
定
日
蓮
大
聖
人
御
書
』
第
一
巻　

大
石
寺
発
行
（
平
成
一
四
年
四
月
二
八
日
発
行
）
七
六
九
頁

本
文
中
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
袥
◯真
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
袥
◯真
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
８�

）
①
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
会
『
日
蓮
宗
電
子
聖
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院
発
行
（
平
成
一
四
年
一
二
月
八
日
）

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
聖
典
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
で
は
「
開
袥
」、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
で
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
８�

）
②
宗
祖
降
誕
八
百
年
慶
讃
事
業
広
報
出
版
部
会
『
日
蓮
宗 

新・

電
子
聖
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院
発
行
（
令
和
三
年
九
月
発
行
）

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
聖
典
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
で
は
「
開
祏
」、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
で
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
。

３　
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
の
文
字

　

お
も
な
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
に
お
け
る
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
二
紙
三
行
目
の
当
該
文
字

（
（5
（

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
の
本
文
は
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

問
曰
諸
真
言
師
云
仏
滅
後
相ｲ

当
於
八
百
年ｱ

龍
猛
菩
薩
出ｲ

現
於
月
氏ｱ
釈
尊
顕
教
華
厳・

法
華
等
相ｲ

伝
馬
鳴
菩
薩
等ｱ

大
日
密
教
自

開ｲ

拓
南
天
之
鉄
塔ｱ

面
対ｳ

大
日
如
来
与ｲ

金
剛
薩
埵ｱ

口ｲ

決
之ｱ

。
龍
猛
菩
薩
有ｲ

二
人
弟
子ｱ

。
提
婆
菩
薩
伝ｲ

釈
迦
顕
教ｱ

龍
智
菩
薩

授ｲ

大
日
密
教ｱ

。
龍
智
菩
薩
隠ｲ

居
阿
羅
苑ｱ

不ﾚ

伝ｲ

於
人ｱ

。
其
間
提
婆
菩
薩
所ﾚ
伝
顕
教
先
渡ｲ

於
漢
土ｱ

。
其
後
経ｲ

歴
於
数
年ｱ

龍

（ 25 ）
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蓮
聖
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遺
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け
る
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に
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）



智
菩
薩
所ﾚ

伝
秘
密
之
教
善
無
畏・

金
剛
智・

不
空
渡ｲ

於
漢
土ｱ

等
云
云

（
（5
（

。

　

本
文
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
問
う
て
言
う
。
諸
々
の
真
言
師
が
『
仏
の
入
滅
後
八
百
年
に
あ
た
っ
て
龍
猛
菩
薩
が
月
氏
に
出
現

し
、
釈
尊
の
説
か
れ
た
顕
教
で
あ
る
華
厳
経
や
法
華
経
な
ど
を
馬
鳴
菩
薩
等
か
ら
相
伝
し
、
大
日
如
来
の
説
か
れ
た
密
教
を
自
ら
南
天
竺

の
鉄
塔
を
開
い
て
、
ま
の
あ
た
り
に
大
日
如
来
と
金
剛
薩
埵
と
か
ら
口
決
相
承
さ
れ
た
。
龍
猛
菩
薩
に
は
提
婆
菩
薩
と
龍
智
菩
薩
の
二
人

の
弟
子
が
あ
り
、
提
婆
菩
薩
に
は
釈
尊
の
説
か
れ
た
顕
教
を
伝
え
、
龍
智
菩
薩
に
は
大
日
如
来
の
説
か
れ
た
密
教
を
授
け
た
。
龍
智
菩
薩

は
阿
羅
苑
に
隠
居
し
て
他
の
人
に
伝
え
な
か
っ
た
。
そ
の
間
に
提
婆
菩
薩
が
伝
受
し
た
顕
教
は
ま
ず
漢
土
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
数
年

を
経
て
、
龍
智
菩
薩
が
伝
受
し
た
密
教
を
善
無
畏・

金
剛
智・

不
空
が
漢
土
に
渡
し
た
』
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
説
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
」。

　

本
文
は
、
正
像
末
三
時
に
お
け
る
仏
法
伝
弘
の
次
第
を
論
ず
る
内
、
正
法
時
の
真
言
密
教
伝
来
に
つ
い
て
論
じ
た
問
い
の
文
章
で
あ
る
。

当
該
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
諸
真
言
師
の
言
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
「
密
教
は
、
龍
猛
菩
薩
が
南
天
竺
の
鉄
塔
を
開
い
て
大
日

如
来
と
金
剛
薩
埵
と
か
ら
直
々
に
口
決
相
承
さ
れ
た
」
と
い
う
文
章
中
で
あ
る
。「
龍
猛
菩
薩
の
鉄
塔
相
承
」
は
、
真
言
宗
に
お
い
て
は
密

教
相
承
を
証
明
す
る
重
要
伝
承
で
あ
る
た
め
、
こ
の
文
字
が
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
（5
（

。

（
１�

）
加
藤
文
雅
編
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
日
宗
社
発
行
（
明
治
三
七
年
八
月
二
八
日
）
一
〇
九
九
頁

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
共
に
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
２�

）
①
田
中
巴
之
助
『
再
訂
照
校
類
纂
高
祖
遺
文
録
』（
第
六
版
）
師
子
王
文
庫
発
行
（
大
正
六
年
五
月
一
二
日
）〈
読
み
下
し
文
〉
三
〇

五
頁

「
開
袥
」
と
表
記
し
「
カ
イ
タ
ク
」
と
読
み
が
な
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

（ 26 ）
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て
（
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本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
「
カ
イ
タ
ク
」
と
読
み
が
な

を
付
し
て
い
る
。

（
２�
）
②
櫻
井
智
堅
監
修
『
類
纂
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
平
成
版　

本
化
妙
宗
聯
盟
発
行
（
平
成
一
二
年
六
月
四
日
）〈
読
み
下
し
文
〉
二
九

六
頁

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
と
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
は
「
開
袥
」、『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
３�

）
浅
井
要
麟
編
『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』
平
楽
寺
書
店
発
行
（
昭
和
九
年
）〈
読
み
下
し
文
〉
一
一
〇
八
頁

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
共
に
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
４�

）
①
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
（
初
版・

昭
和
二
七
年
一
〇
月
一
〇
日
）
八

九
八
頁

本
文
中
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
祏
◯真
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
と
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
脚
注
に
「
拓
＝
祏
◯真
」
と
記
載
し
て
い
る
が
、

『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
で
は
「
開
拓
」
と
す
る
の
み
で
脚
注
に
記
載
が
な
い
。

（
５�

）
立
正
安
国
会
編
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
』
立
正
安
国
会
発
行
（
昭
和
四
二
年
四
月
二
八
日
）
上
巻
八
頁

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
の
記
載
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（ 27 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



（
４�

）
②
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
（
改
訂
増
補
版・

昭
和
六
三
年
一
〇
月
一
三

日
）
八
九
八
頁

本
文
中
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
祏
◯真
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
で
は
本
文
中
は

「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
祏
◯真
」
と
記
載
し
て
い
る
。

（
４�

）
③
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
（
改
訂
増
補
第
三
刷
〈
訂
正
版
〉・

平
成
一

二
年
四
月
二
八
日
）
八
九
八
頁

本
文
中
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
祏
◯真
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
と
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
は
「
開
袥
」
と
表
記
し
、『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
で
は
「
開
拓
」
と
表
記

し
て
脚
注
に
「
拓
＝
祏
◯真
」
と
記
載
し
て
い
る
。

（
６�

）
米
田
淳
雄
編
『
平
成
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
連
紹
寺
不
軽
庵
発
行
（
平
成
六
年
一
〇
月
一
三
日
）〈
読
み
下
し
文
〉
三
九
七
頁

「
開
袥
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
脚
注
は
無
い
。
巻
末
の
「
校
訂
表
」
に
記
載
は
無
い
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
７�

）
阿
部
日
顕
監
修
『
平
成
校
定
日
蓮
大
聖
人
御
書
』
第
一
巻　

大
石
寺
発
行
（
平
成
一
四
年
四
月
二
八
日
）
九
二
〇
頁

本
文
中
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
袥
◯真
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
遺
文
集
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
共
に
「
開
拓
」
と
表
記
し
、
脚
注
に
「
拓
＝
袥
◯真
」
と

記
載
し
て
い
る
。

（ 28 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



（
８�

）
①
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
会
『
日
蓮
宗
電
子
聖
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院
発
行
（
平
成
一
四
年
一
二
月
八
日
）

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
聖
典
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
は
「
開
袥
」、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
８�

）
②
宗
祖
降
誕
八
百
年
慶
讃
事
業
広
報
出
版
部
会
『
日
蓮
宗 

新・

電
子
聖
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院
発
行
（
令
和
三
年
九
月
）

「
開
拓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
聖
典
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
で
は
「
開
祏
」、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
で
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
。

四　

解
説
書
の
文
字
と
解
説

　

お
も
な
解
説
書
に
お
い
て
当
該
文
字
が
ど
の
よ
う
に
表
記
し
解
説
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

１　
『
観
心
本
尊
抄
』
の
文
字
と
解
説

　

お
も
な
解
説
書
に
お
け
る
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
第
七
紙
表
二
行
目
の
当
該
文
字

（
（5
（

に
つ
い
て
確
認
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１�

）
望
月
歓
厚
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
三
巻　

龍
吟
社
発
行
（
昭
和
八
年
）
一
六
五
頁

本
文
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
開
き
見
る
」
と
釈
す
。
語
註
に
は
「
真
蹟
に
袥
に
作
る
」
と
す
る
。

（
２�

）
山
川
智
應
著
『
観
心
本
尊
抄
講
話
』
浄
妙
全
集
刊
行
会
発
行
（
昭
和
四
四
年
一
一
月
一
一
日
）（
初
版　

昭
和
一
四
年
）
三
四
二
頁

（
（5
（

本
文
は
「
開
袥
」
と
表
記
し
、「
開ひ

袥ら

く
」
と
釈
す
。

（
３�

）
清
水
龍
山
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
全
集
講
義
』
第
一
一
巻
上　

大
林
閣
（
昭
和
一
六
年
六
月
一
日
）
一
九
〇
～
一
九
一
頁

（ 29 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



本
文
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
開
き
見
る
」
と
釈
す
。

（
４�
）
浅
井
円
道
著
『
観
心
本
尊
抄　

仏
典
講
座
38
』
大
蔵
出
版
発
行
（
昭
和
五
七
年
一
月
七
日
）
九
三・

二
九
二
頁

本
文
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
開
い
て
検し

ら

べ
て
み
る
」
と
釈
す
。
語
注
に
解
説
は
無
い
。

（
５�

）
茂
田
井
教
亨
述
『
本
尊
抄
講
讃
』
中　

山
喜
房
佛
書
林
発
行
（
昭
和
六
〇
年
一
一
月
六
日
）
四
〇
一
～
四
一
一
頁

本
文
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
開
い
て
見
る
」
と
釈
す
。

（
６�

）
渡
辺
宝
陽
監
修
『
傍
訳
日
蓮
聖
人
遺
文　

観
心
本
尊
抄
』
四
季
社
発
行
（
平
成
一
四
年
四
月
二
五
日
）
一
四
三
～
一
四
四
頁

本
文
は
「
開
袥
」
と
表
記
し
、「
開
い
て
み
る
」
と
釈
す
。
語
注
は
「
開
く
こ
と
」
と
す
る
。

（
７�

）
渡
邊
寶
陽
著
『
國
寶
『
觀
心
本
尊
抄
』
鑽
仰
』
山
喜
房
佛
書
林
発
行
（
平
成
二
五
年
四
月
二
八
日
）
一
二
九
～
一
三
〇
頁

本
文
の
「
釈
文
」（
漢
文
表
記
）
は
「
開
袥
」、「
読
み
下
し
文
」
は
「
開
祏
」
と
し
「
か
い
た
く
」
と
ふ
り
が
な
を
付
し
て
い
る
。

「
鑽
仰
」（
解
説
）
で
は
「「
開
祏
」
と
は
「
祏
」（
宗
廟
の
本
主
（
位
牌
）
を
安
置
す
る
石
室
）
を
開
き
あ
ら
わ
す
と
い
う
意
味
と
理

解
さ
れ
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

２　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
の
文
字
と
解
説

　

お
も
な
解
説
書
に
お
け
る
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
第
一
紙
七
行
目
の
当
該
文
字

（
（5
（

に
つ
い
て
確
認
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１�

）
望
月
歓
厚
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
三
巻　

龍
吟
社
発
行
（
昭
和
八
年
）
三
六
八
～
三
七
〇
五
頁

本
文
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
披
見
」
と
釈
す
。
語
注
に
は
「
開
き
、
読
み
、
講
ず
る
、
を
い
ふ
。
即
ち
開
巻
披
見
で
あ
る
」
と
す

る
。

（ 30 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



　

本
書
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
「
開
き
見
る
」
と
釈
し
語
注
に
「
真
蹟
に
袥
に
作
る
」
と
し
、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』

も
「
開
拓
」
と
表
記
し
「
披
見
」
と
釈
し
て
語
注
に
「
開
巻
披
見
」
と
し
て
い
る
。

（
２�
）
山
川
智
應
著
『
観
心
本
尊
抄
講
話
』
浄
妙
全
集
刊
行
会
発
行
（
昭
和
四
四
年
一
一
月
一
一
日
）
五
九
九
頁

本
文
は
「
開
袥
」
と
表
記
し
、「
開ひ

袥ら

か
れ
る
」
と
釈
す
。

　

本
書
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
「
開ひ

袥ら

く
」
と
釈
し
て
い
る
。

（
３�

）
清
水
龍
山
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
全
集
講
義
』
第
一
一
巻
下　

大
林
閣
発
行
（
昭
和
一
六
年
六
月
一
日
）
四
〇
五
～
四
〇
六
頁

本
文
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
開ひ

拓ら

か
る
」「
見
開
く
」
と
釈
す
。

　

本
書
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
開
き
見
る
」「
見
開
く
」
と
釈
し
て
い
る
。

（
４�

）
浅
井
円
道
著
『
観
心
本
尊
抄　

仏
典
講
座
38
』
大
蔵
出
版
発
行
（
昭
和
五
七
年
一
月
七
日
）
二
六
八
～
二
六
九・

三
二
九
頁

本
文
は
「
開
祐
」
と
表
記
し
、「
か
い
ゆ
う
」
と
読
み
が
な
を
付
し
、「
開
巻・

披
見
さ
せ
る
」
と
釈
す
。
語
注
に
は
「
開
祐　

諸
本

み
な
『
祐
』
を
『
拓た

く

』
に
改
む
。
開か

い

巻か
ん

披ひ

見け
ん

」
と
す
る
。

　

本
書
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
で
は
「
開
拓
」、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
で
は
「
開
祐
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
５�

）
茂
田
井
教
亨
述
『
本
尊
抄
講
讃
』
下　

山
喜
房
佛
書
林
発
行
（
昭
和
六
〇
年
一
一
月
六
日
）
一
三
二
一
～
一
三
三
四
頁

本
文
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
開
か
れ
る
」
と
釈
す
。

　

本
書
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
拓
」
と
表
記
し
「
開
い
て
見
る
」
と
釈
し
て
い
る
。

（
６�

）
渡
辺
宝
陽
監
修
『
傍
訳
日
蓮
聖
人
遺
文　

観
心
本
尊
抄
』
四
季
社
発
行
（
平
成
一
四
年
四
月
二
五
日
）
四
二
三
～
四
二
七
頁

本
文
は
「
開
袥
」
と
表
記
し
、「
お
見
せ
下
さ
い
」
と
釈
す
。
語
注
は
「
開
き
読
む
こ
と
。
巻
を
開
い
て
閲
読
さ
せ
る
こ
と
」
と
す

（ 31 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



る
。

　

本
書
は
、『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
共
に
「
開
袥
」
と
表
記
し
、「
開
く
」「
開
い
て
み
る
」「
開
き
読
む
」「
見
せ
る
」「
開

い
て
閲
読
さ
せ
る
」
と
釈
し
て
い
る
。

（
７�

）
渡
邊
寶
陽
著
『
國
寶
『
觀
心
本
尊
抄
』
鑽
仰
』
山
喜
房
佛
書
林
発
行
（
平
成
二
五
年
四
月
二
八
日
）
三
九
三
～
三
九
五
頁

本
文
の
「
釈
文
」（
漢
文
表
記
）
は
「
開
祏
」、「
読
み
下
し
」
も
「
開
祏
」
と
し
「
か
い
た
く
」
と
ふ
り
が
な
を
付
し
て
い
る
。「
鑽

仰
」（
解
説
）
で
は
、「
祏
と
は
宗オ

タ

廟マ
ヤ

の
位
牌
を
安
置
す
る
石
室
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
日
蓮
聖
人
の
心
の
奥
深
く
受
け
継
が
れ
た
久

遠
釈
尊
の
究
極
の
境
地
を
、
き
ち
ん
と
受
け
継
ぐ
よ
う
に
！
と
い
う
遺
命
を
確
信
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
」
と
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
で
は
本
文
の
「
釈
文
」（
漢
文
表
記
）
は
「
開
袥
」、「
読
み
下
し
文
」
は
「
開
祏
」
と
し
「
か
い
た
く
」
と

ふ
り
が
な
を
付
し
、「
鑽
仰
」（
解
説
）
で
は
「「
開
祏
」
と
は
「
祏
」（
宗
廟
の
本
主
（
位
牌
）
を
安
置
す
る
石
室
）
を
開
き
あ
ら
わ
す
と

い
う
意
味
と
理
解
さ
れ
ま
す
」
と
し
、『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
で
は
本
文
の
「
釈
文
」（
漢
文
表
記
）
は
「
開
祏
」、「
読
み
下
し
」
も
「
開

祏
」
と
し
「
か
い
た
く
」
と
ふ
り
が
な
を
付
し
、「
鑽
仰
」（
解
説
）
で
は
「
祏
と
は
宗オ

タ

廟マ
ヤ

の
位
牌
を
安
置
す
る
石
室
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、

日
蓮
聖
人
の
心
の
奥
深
く
受
け
継
が
れ
た
久
遠
釈
尊
の
究
極
の
境
地
を
、
き
ち
ん
と
受
け
継
ぐ
よ
う
に
！
と
い
う
遺
命
を
確
信
さ
れ
た
も

の
な
の
で
す
」
と
し
て
い
る
。

３　
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
の
文
字
と
解
説

　

お
も
な
解
説
書
に
お
け
る
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
第
一
二
紙
三
行
目
の
当
該
文
字

（
（6
（

に
つ
い
て
確
認
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１�

）
鈴
木
一
成
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
七
巻　

龍
吟
社
（
昭
和
八
年
初
版
）
日
蓮
聖
人
遺
文
研
究
会
発
行
（
昭
和
四
〇
年
八
月

（ 32 ）

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
（
庵
谷
行
亨
）



二
一
日
再
版
）
二
二
七
～
二
二
八
頁

本
文
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
開
い
て
」
と
釈
す
。
語
注
に
解
説
は
無
い
。

（
２�
）
高
田
恵
忍
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
全
集
講
義
』
第
一
四
巻　

平
楽
寺
書
店
発
行
（
昭
和
一
〇
年
五
月
二
二
日
初
版
）
ピ
タ
カ
発
行

（
昭
和
五
三
年
六
月
一
〇
日
復
刻
版
）
八
四
～
八
七
頁

本
文
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
、「
開
い
て
」
と
釈
す
。
語
注
に
解
説
は
無
い
。

五　

文
字
の
意
味

　

当
該
文
字
に
つ
い
て
、
判
読
の
可
能
性
を
有
す
る
各
文
字
の
意
味
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
「
祏
」
は
、
辞
典
に
よ
る
と
、「
せ
き
」「
し
ゃ
く
」
と
読
み
、
①
「
い
は
い
」「
神
位
」「
宗
廟
の
本
主
」、
②
「
い
し
び
つ
」「
宗
廟
の
本

主
を
安
置
す
る
石
室
」
と
あ
る

（
（6
（

。
し
た
が
っ
て
、「
開
祏
」
は
「
か
い
せ
き
」「
か
い
し
ゃ
く
」「
か
い
じ
ゃ
く
」
と
読
み
、「
宗
廟
の
本
主

を
安
置
す
る
石
室
を
開
く
」、「
位
牌
を
開
く
」「
大
切
な
宗
室
を
開
く
」
こ
と
で
、「
大
切
な
も
の
を
安
置
す
る
石
室
の
扉
を
開
く
」「
大
切

な
も
の
を
開
き
見
る
」
な
ど
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
袥
」
は
、
辞
典
に
よ
る
と
、「
た
く
」
と
読
み
、
①
「
正
面
に
裂
け
目
の
あ
る
裳
」、
②
「
ひ
ら
く
」「
え
り
を
ひ
ら
く
」、
③
「
お
お
き

い
」「
ひ
ろ
い
」「
広
く
大
き
い
」
と
あ
る

（
（6
（

。
し
た
が
っ
て
、「
開
袥
」
は
「
か
い
た
く
」
と
読
み
、「
開
く
」「
大
き
く
開
く
」
な
ど
の
意
味

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
開
拓
」
は
、
辞
典
に
よ
る
と
、「
か
い
た
く
」
と
読
み
、
①
「
あ
れ
地
を
ひ
ら
く
」「
山
野
を
ひ
ら
い
て
新
し
く
田
畑
を
つ
く
る
」、
②

「
ひ
ら
く
」「
新
し
い
分
野
を
開
く
」
と
あ
る

（
（6
（

。
し
た
が
っ
て
、「
開
拓
」
は
「
新
し
く
土
地
を
開
く
」「
新
し
い
分
野
を
開
く
」
な
ど
の
意
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味
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

（
（6
（

。

　

な
お
、「
開
拓
」
の
用
例
は
『
法
華
宗
内
証
仏
法
血
脈
』
と
『
立
正
観
抄
』
に
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

天
台
相
承
血
脈
云
智
者
兼
用ｲ

法
華
三
昧
旋
陀
羅
尼ｱ

開ｲ

拓
一
家
教
観
戸ｱ

。
偏
不ﾚ

同ﾚ

他
。
已
至ｲ

于
永
平
第
九ｱ

荊
渓
記
主
也

（
（6
（

。

泊ｲ
于
南
岳
天
台ｱ

復
因ｲ

法
華
三
昧ｱ

発ｲ

陀
羅
尼ｱ

開ｲ

拓
義
門ｱ

観
法
周
備
。
若
釈ｲ

法
華ｱ

弥
須
暁ｲ

了
権
実
本
迹ｱ

方
可ﾚ

立ﾚ

行
。
此

経
独
得ﾚ
称ﾚ
妙
。
方
可ｳ

依ﾚ

此
以
立ｲ

観
道ｱ

（
（6
（

。

　

い
ず
れ
も
「
開
く
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、『
法
華
宗
内
証
仏
法
血
脈
』
は
行
学
院
日
朝
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
の

写
本
、『
立
正
観
抄
』
は
身
延
三
世
日
進
（
一
二
七
一
～
一
三
三
四
）
の
写
本
が
現
存
す
る
が
、
日
蓮
聖
人
の
真
撰
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
疑
義
の
説
が
あ
る

（
（6
（

。

六　

む
す
び

　
『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
の
真
蹟
文
に
見
ら
れ
る
当
該
文
字
は
、
各
種
の
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』

「
日
蓮
聖
人
遺
文
解
説
書
」
に
お
い
て
様
々
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
主
な
表
記
は
「
開
祏
」「
開
袥
」「
開
拓
」
の
三
種
類
で
あ
る
。
判
読
が

分
か
れ
た
理
由
は
、
当
該
真
蹟
文
字
の
偏
を
示
偏・

衣
偏・
手
偏
の
い
ず
れ
と
判
断
す
る
か
の
相
違
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
当
該
真
蹟
文

字
の
判
読
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

近
年
に
お
け
る
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
の
多
く
は
、
小
川
泰
堂
編
『
高
祖
遺
文
録
』
を
基
と
し
て
お
り
、
そ
の
系
統
を
踏
む
加
藤
文
雅

編
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』・

浅
井
要
麟
編
『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』・
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺

文
』
な
ど
は
「
開
拓
」
と
表
記
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
い
っ
ぽ
う
、
国
柱
会
の
系
統
に
あ
る
田
中
巴
之
助
『
再
訂
照
校
類
纂
高
祖
遺
文
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録
』・

櫻
井
智
堅
監
修
『
類
纂
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』・

立
正
安
国
会
編
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
』
な
ど
は
「
開
袥
」
と
表
記
し
て
い

る
場
合
が
多
い
。

　
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
の
編
纂・

刊
行
が
重
ね
ら
れ
る
な
か
で
、
日
蓮
聖
人
遺
文
の
調
査・

研
究
が
進
展
し
、
そ
の
成
果
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
他
系
統
の
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
と
の
比
較
照
合
も
進
み
、
し
だ
い
に
判
読
結
果
の
混
淆
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
じ
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
が
、
同
一
文
字
を
、
出
典
箇
所
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
表
記
を
し
て

い
る
例
も
あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
遺
文
の
解
説
書
は
、
原
則
的
に
は
依
用
す
る
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
に
準
拠
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
著
者
が
依
用

す
る
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
に
よ
っ
て
相
違
が
生
じ
る
。『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
の
依
用
は
著
者
の
所
属
す
る
組
織
の
系
譜
に
よ
る
こ
と
が

多
い
。「
日
蓮
聖
人
遺
文
解
説
書
」
に
お
い
て
も
、『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
と
同
様
に
、
大
別
す
れ
ば
、
日
蓮
宗
系
統
と
国
柱
会
系
統
の
特

色
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
や
「
日
蓮
聖
人
遺
文
解
説
書
」
の
刊
行
は
、
日
蓮
聖
人
の
降
誕・

立
教
開
宗・

遠
忌
な
ど
の
記
念
の
年
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
報
恩・
慶
讃
の
意
図
を
込
め
た
浄
業
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
当
時
の
信
仰
様

態
や
歴
史
的
状
況
な
ど
が
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
や
「
日
蓮
聖
人
遺
文
解
説
書
」
の
編
纂・

刊
行
に
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂・

刊
行
の
背
景
な
ど
を
考
慮
し
て
拝
読
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

漢
字
は
表
意
文
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
い
表
現
で
あ
っ
て
も
使
用
す
る
文
字
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
当
該
文
字
の

判
読
と
し
て
可
能
性
の
あ
る
「
開
祏
」「
開
袥
」「
開
拓
」
の
三
字
の
中
で
は
、「
開
祏
」
ま
た
は
「
開
袥
」
が
望
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
双
方
共
に
「
開
く
」
の
意
味
で
あ
る
が
、「
開
祏
」
は
「
開
袥
」
に
比
べ
る
と
「
極
め
て
大
切
な
も
の
を
開
く
」「
宗
教
的
幽
玄
性
を
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秘
め
た
重
要
な
も
の
を
開
く
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
日
蓮
聖
人
遺
文
の
叙
述
内
容
を
考

慮
す
る
と
、「
開
祏
」
が
よ
り
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
開
拓
」
も
「
開
く
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
来
は
「
新
た
な
分
野
を
開
く
」
の
意
味
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
遺
文
の
文
脈

を
考
慮
す
る
と
や
や
妥
当
性
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
当
該
文
字
の
判
読
に
つ
い
て
結
論
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
挙
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
の
検
討
の
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
１
）	『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
五
頁
七
行
目
。『
昭
定
』
七
二
一
頁
二
行
目・

真
。

（
２
）	『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
九
頁
二
行
目
。『
昭
定
』
七
〇
八
頁
八
行
目・

真
。

（
３
）	『
法
華
』
第
一
〇
七
巻
第
一
二
号
二
八
頁
。
な
お
、
中
尾
堯
先
生
は
『
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
』
第
二
巻
（
平
成
二
四
年
一
二
月
一
三
日
発

行
）
の
第
一
章
「
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
著
書
」
に
お
い
て
も
『
観
心
本
尊
抄
』『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
の
当
該
文
字
を
「
開
祏
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
（
六
六・

七
七
頁
）。

（
４
）	『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
三
頁
三
行
目
。『
昭
定
』
八
九
八
頁
一
三
行
目
。『
昭
定
』
八
九
八
頁
一
三
行
目・

真
。

（
５
）	『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
三
頁
二
行
目
。『
昭
定
』『
昭
定
』
七
〇
八
頁
八
行
目・

真
。

（
６
）	

①
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
第
五
紙
表
九
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
九
頁
九
行
目
）
②
第
六
紙
表
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
一

頁
二
行
目
）
③
第
七
紙
裏
一
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
四
頁
一
七
行
目
）
④
第
九
紙
表
一
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
七
頁
一
行

目
）
⑤
第
一
四
紙
裏
九
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
八
頁
九
行
目
）
⑥
第
一
四
紙
裏
一
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
八
頁
一
二
行
目
）

⑦
第
一
六
紙
表
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
一
頁
三
行
目
）
⑧
第
一
七
紙
表
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
三
頁
七
行
目
）。
な
お
、

松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典
』
二
六
三
頁
参
照
。
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（
７
）	『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
第
四
紙
表
一
〇
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
七
頁
一
〇
行
目
）。

（
８
）	『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
の
第
一
紙
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
五
頁
七
行
目
）。

（
９
）	
松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典
』
二
九
九
頁
参
照
。

（
10
）	
松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典
』
二
九
八
頁
。

（
11
）	

川
澄
勲
編
『
仏
教
古
文
書
字
典
』
一
三
九
頁
。

（
12
）	

川
澄
勲
編
『
日
蓮
大
聖
人
用
字
集
』
二
〇
四
頁
。

（
13
）	

北
山
本
門
寺
蔵
。
松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典
』
一
六
三
頁
参
照
。

（
14
）	『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
五
頁
七
行
目
。『
昭
定
』
七
二
一
頁
二
行
目・

真
。

（
15
）	

①
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
第
三
紙
表
一
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
五
頁
一
三
行
目
）
②
第
五
紙
裏
一
六
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四

巻
一
〇
頁
一
六
行
目
）
③
第
五
紙
裏
一
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
一
〇
頁
一
七
行
目
）
④
第
一
四
紙
裏
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻

二
八
頁
二
行
目
）。

（
16
）	『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
の
第
一
紙
六
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
五
頁
六
行
目
）。

（
17
）	

松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典
』
二
六
四
頁
参
照
。

（
18
）	『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
真
蹟
の
第
一
紙
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
五
頁
七
行
目
）。

（
19
）	

川
澄
勲
編
『
仏
教
古
文
書
字
典
』
一
三
九
頁
。

（
20
）	『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
第
一
四
紙
表
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
七
頁
三
行
目
）。

（
21
）	

松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典
』
一
六
二
三
頁
参
照
。

（
22
）	

①
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
第
三
紙
表
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
五
頁
二
行
目
）
②
第
三
紙
表
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
五
頁

三
行
目
）
③
第
三
紙
表
四
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
五
頁
四
行
目
）。

（
23
）	

松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典
』
二
三
九
頁
参
照
。

（
24
）	『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
三
頁
三
行
目
。『
昭
定
』
八
九
八
頁
一
三
行
目
。

（
25
）	『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
第
一
二
紙
表
一
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
三
頁
一
三
行
目
）。

（
26
）	

①
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
第
一
三
紙
裏
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
六
頁
七
行
目
）
②
第
一
四
紙
表
一
五
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
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四
巻
二
七
頁
一
五
行
目
）
③
第
一
四
紙
表
一
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
七
頁
一
七
行
目
）。

（
27
）	

①
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
の
第
一
九
紙
四
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
〇
頁
四
行
目
）
②
第
二
四
紙
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第

一
巻
二
五
頁
三
行
目
）。

（
28
）	
①
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
の
第
二
一
紙
七
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
二
頁
七
行
目
）
②
第
二
二
紙
一
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第

一
巻
二
三
頁
一
行
目
）
③
第
二
四
紙
三
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
五
頁
三
行
目
）。

（
29
）	

①
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
真
蹟
の
第
四
二
紙
（
下
巻
第
一
六
紙
）
八
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
四
三
頁
八
行
目
）
②
第
四
二
紙
（
下
巻

第
一
六
紙
）
一
五
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
四
三
頁
一
五
行
目
）
③
第
四
四
紙
（
下
巻
第
一
八
紙
）
二
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
四
五

頁
二
行
目
）。

（
30
）	

松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典
』
二
六
三
～
二
六
六
頁
参
照
。

（
31
）	『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
第
四
紙
表
一
〇
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
七
頁
一
四
行
目
）。

（
32
）	

①
『
観
心
本
尊
抄
』
真
蹟
の
第
四
紙
八
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
五
頁
八
行
目
）
②
第
一
一
紙
九
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
二
頁

九
行
目
）
③
第
一
三
紙
一
〇
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
四
頁
一
〇
行
目
）
④
第
一
三
紙
一
一
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
四
頁
一
一

行
目
）
⑤
第
一
四
紙
一
〇
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
一
五
頁
一
〇
行
目
）
⑥
第
一
九
紙
六
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
〇
頁
六
行
目
）

⑦
第
二
一
紙
六
行
目
（『
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
二
二
頁
六
行
目
）。

（
33
）	

松
本
慈
恵
編
『
日
蓮
聖
人
書
体
字
典
』
二
九
八
～
二
九
九
頁
参
照
。

（
34
）	

第
七
紙
表
二
行
目
。『
昭
定
』
七
〇
八
頁
八
行
目・
真
。

（
35
）	『
昭
定
』
七
〇
八
頁・

真
。

（
36
）	

渡
邊
寶
陽
著
『
國
寶
『
觀
心
本
尊
抄
』
鑽
仰
』
に
は
「『
法
華
経
』
方
便
品
第
二
の
中
の
、「
諸
法
の
中
の
悪
を
断
ず
る
」
と
い
う
経
文
こ
そ
、

釈
尊
の
大
切
な
る
内
意
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
釈
尊
の
深
意
を
開
き
見
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
「
開
祏
」
と
い
う
語
の
重

要
な
意
味
で
あ
る
と
す
る
解
釈
が
、
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」（
一
三
〇
頁
）
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）	『
昭
定
』
七
〇
九
頁・

真
。

（
38
）	

本
遺
文
集
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
「
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
六
五
〇
年
」
を
記
念
し
て
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
刊
行
さ

れ
た
も
の
で
、
小
川
泰
堂
の
『
高
祖
遺
文
録
』
を
底
本
に
、
真
蹟・

写
本
と
の
校
合
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
訂
正
再
版・

新
発
見
遺
文
の
増

（ 38 ）
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補
を
お
こ
な
い
繰
り
返
し
出
版
さ
れ
た
。
重
版
時
に
お
け
る
文
字
の
変
遷
つ
い
て
は
各
版
を
具
体
的
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
後
に
刊

行
さ
れ
た
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
本
遺
文
集
を
底
本
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
。

（
39
）	
本
遺
文
集
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
一
一
月
三
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
類
纂
高
祖
遺
文
録
』
を
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
再
訂
照
校
し

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
第
六
版
本
で
あ
る
。『
類
纂
高
祖
遺
文
録
』
は
、
日
蓮
聖
人
遺
文
を
「
主
要
篇
」「
宗
義
篇
」「
事
跡
篇
」「
信
行
篇
」

「
勧
誡
篇
」「
教
解
篇
」「
対
判
篇
」「
附
雑
篇
」
に
類
別
し
て
編
集
し
て
お
り
、
底
本
は
小
川
泰
堂
居
士
の
『
高
祖
遺
文
録
』
で
あ
る
。

（
40
）	

本
遺
文
集
は
、
大
正
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
類
纂
高
祖
遺
文
録
』
を
、「
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
七
五
〇
年
」
と
「
本
化
妙
宗
聯
盟
創
立
五
〇
周

年
」
を
記
念
し
て
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
再
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
再
版
に
あ
た
り
漢
文
は
読
み
下
し
文
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。『
類

纂
高
祖
遺
文
録
』
は
繰
り
返
し
版
を
重
ね
て
お
り
、『
再
訂
照
校
類
纂
高
祖
遺
文
録
』
と
共
に
、
重
版
時
に
お
け
る
文
字
の
変
遷
に
つ
い
て
は
各

版
を
具
体
的
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
41
）	

本
遺
文
集
は
、「
日
蓮
聖
人
六
五
〇
遠
忌
」
を
記
念
し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
を
底

本
に
、
新
加・

増
補
、
写
本・
刊
本
と
の
校
合
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
漢
文
体
は
読
み
下
し
文
に
改
め
、
文
章
に
ふ
り
が
な
を
付
し
て
い

る
。

（
42
）	『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
の
「
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
七
〇
〇
年
」
記
念
慶
讃
事
業
の
一
環
と
し
て
企
画

編
集
さ
れ
た
も
の
で
、『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
を
底
本
に
し
て
い
る
。
第
一
巻
が
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
一
〇
月
一
〇
日
、
第
二
巻
が
昭
和

二
八
年
（
一
九
五
三
）
四
月
二
五
日
、
第
三
巻
が
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
二
月
一
〇
日
、
第
四
巻
が
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
一
二
月

八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
身
延
山
久
遠
寺
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
本
遺
文
集
は
、
日
蓮
聖
人
遺
文
を
集
大
成
し
た
も
の
で
、
第
一・

二
巻
に
第
一
輯
正
篇

と
し
て
著
述・

消
息
類
、
第
三
巻
に
第
二
輯
続
篇
と
し
て
真
偽
の
問
題
が
あ
る
著
述・

消
息
類
、
第
三
輯
と
し
て
図
録
、
第
四
輯
と
し
て
断
簡
、

第
五
輯
と
し
て
講
記
、
第
六
輯
と
し
て
目
録
、
お
よ
び
書
名
索
引
、
対
告
別
消
息
索
引
、
第
四
巻
に
正
篇
新
加
、
親
写
本
奥
書
、
図
録
新
加
、

断
簡
新
加
、
正
篇
断
簡
新
加
、
お
よ
び
索
引
が
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
遺
文
集
は
日
蓮
聖
人
遺
文
の
全
体
を
網
羅
す
る

画
期
的
な
遺
文
集
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
ま
た
、
文
献
学
的
研
究
成
果
に
立
脚
し
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
各
遺
文
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
事
項

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
①
異
称
、
②
祖
寿
、
③
系
年
、
④
著
作
地
、
⑤
対
告
者
、
⑥
真
蹟
（
現
存・

曾
存
、
紙
数
、
所
蔵
）、
⑦
写
本
、
⑧
刊

本
、
⑨
真
蹟・

写
本・

刊
本
な
ど
の
諸
本
の
校
異
、
⑩
注
釈
書
、
⑪
諸
遺
文
集
の
頁
数
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺

文
』
は
学
術
的
研
究
成
果
を
網
羅
し
、
新
発
見
遺
文
を
増
補
と
し
て
追
加
収
録
す
る
な
ど
信
頼
性
の
高
い
遺
文
集
で
あ
る
。
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（
43
）	

本
遺
文
集
は
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
か
ら
三
二
年
（
一
九
五
七
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
』
に
基
づ
い
て
、

真
蹟
の
記
述
の
と
お
り
に
活
字
に
お
こ
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
上・

中・

下
の
三
巻
か
ら
成
る
。
日
蓮
聖
人
真
蹟
遺
文
解
読
の
基
本
文
献

で
あ
る
。

（
44
）	『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
、
初
版
刊
行
後
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
に
浅
井
圓
道
先
生
の
尽
力
に
よ
っ
て
各
巻
の
「
正
誤
表
」
が

作
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
新
発
見
遺
文
の
増
補
（
第
四
巻
に
増
補
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
六
三
年
（
一

九
八
八
）
一
〇
月
一
三
日
に
改
訂
増
補
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
改
訂
増
補
版
で
は
①
真
蹟
現
存
遺
文
の
照
合
確
認
と
必
要
に
応
じ
て
の
訂
正
、
②

さ
ら
な
る
新
発
見
遺
文
の
第
四
巻
へ
の
増
補
、
③
「
正
誤
表
」
の
本
文
へ
の
組
み
入
れ
、
④
訂
正
等
の
頁
内
処
理
、
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
訂
正
内
容
に
よ
っ
て
は
一
行
の
文
字
数
、
一
頁
の
行
数
に
変
更
の
生
じ
た
箇
所
も
あ
る
。
初
版
刊
行
後
の
、
新
発
見
遺
文
の
重
ね
て
の

増
補
や
「
正
誤
表
」
の
本
文
へ
の
組
み
入
れ
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
充
実
し
た
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
と
な
っ
た
。

（
45
）	『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
昭
和
六
三
年
の
改
訂
増
補
版
刊
行
後
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
に
お
い
て
継
続
的
に
確
認
作
業
が
お
こ

な
わ
れ
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
訂
正
箇
所
の
正
誤
表
が
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
三
月
一
〇
日
発
行
の
『
日
蓮
教

学
研
究
所
紀
要
』
第
一
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
加
え
て
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
訂
正
箇
所
の
正
誤
表
が
、
平
成
一
三

年
（
二
〇
〇
一
）
三
月
一
〇
日
発
行
の
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
訂
正
は
、
平
成
一
二
年
四
月
二
八

日
に
刊
行
さ
れ
た
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
改
訂
増
補
第
三
刷
に
反
映
さ
れ
た
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人

遺
文
』
の
最
新
の
版
と
な
っ
て
い
る
。

（
46
）	

本
遺
文
集
は
、
収
録
遺
文
を
、
真
蹟
現
存・

曾
存
遺
文
等
を
中
心
と
し
、
主
に
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』（
法
蔵
館
発
行
）『
昭
和
定
本
日
蓮

聖
人
遺
文
』（
身
延
山
久
遠
寺
発
行
）『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
』（
立
正
安
国
会
発
行
）
を
も
と
に
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
漢
文

体
は
読
み
下
し
文
に
し
、
原
文
を
巻
末
に
付
し
て
い
る
。
文
章
に
段
落
を
設
け
、
主
な
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
付
す
な
ど
読
み
や
す
い
編
集
に
な
っ

て
い
る
。
底
本
の
訂
正
箇
所
に
つ
い
て
は
巻
末
に
「
校
訂
表
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）	

本
遺
文
集
は
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
昭
和
新
定
日
蓮
大
聖
人
御
書
』（
大
石
寺
発
行
）
を
底
本
と
し
、
平
成
一
四
年

（
二
〇
〇
二
）
に
「
宗
旨
建
立
七
五
〇
年
」
慶
祝
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遺
文
の
真
偽
や
系
年・

対
告
者
な
ど
、

近
年
の
遺
文
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
編
纂
の
趣
旨
が
大
石
寺
教
学
の
「
血
脈
相
伝
」
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

門
流
と
の
間
に
遺
文
読
解
上
の
相
違
点
が
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。『
昭
和
新
定
日
蓮
大
聖
人
御
書
』
か
ら
の
改
編
時
に
お
け
る
文
字
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の
変
遷
つ
い
て
は
具
体
的
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
48
）	『
日
蓮
宗
電
子
聖
典
』
は
、「
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
七
五
〇
年
」
記
念
慶
讃
事
業
の
一
環
と
し
て
企
画
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
一
四
年
（
二

〇
〇
二
）
に
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。『
日
蓮
宗
電
子
聖
典
』
所
収
の
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
は
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖

人
遺
文
』
と
渡
邉
宝
陽
氏・

小
松
邦
彰
氏
編
『
日
蓮
聖
人
全
集
』
全
七
巻
（
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
～
八
年
（
一
九
九
六
）
刊
行
）（（
株
）

春
秋
社
発
行
）
で
あ
る
。
身
延
山
久
遠
寺・

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所・

（
株
）
春
秋
社
の
協
力
と
神
奈
川
県
第
一
部
日
蓮
宗
青
年
会
に
よ
る

Ｎ
フ
ァ
イ
ル
提
供
な
ど
の
支
援
、
お
よ
び
関
係
者
の
尽
力
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
日
蓮
聖
人
遺
文
集
電
子
版
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
日
蓮
聖
人

遺
文
の
検
索
が
容
易
と
な
り
、
日
蓮
聖
人
遺
文
の
信
解
増
進・

研
究
進
展
、
布
教・

伝
道
の
充
実
に
多
大
な
便
益
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

（
49
）	『
日
蓮
宗 

新・
電
子
聖
典
』
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
版
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
の
「
宗
祖
降
誕
八
〇
〇
年
」
慶
讃
事
業
の
一
環
と
し
て
企
画

編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
令
和
三
年
に
日
蓮
宗
宗
務
院
伝
道
部
宗
祖
降
誕
八
百
年
慶
讃
事
業
広
報
出
版
部
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
収
録
遺
文
は
平

成
一
四
年
刊
行
『
日
蓮
宗
電
子
聖
典
』
所
収
の
『
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』（『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』『
日
蓮
聖
人
全
集
』）
と
同
じ
で
あ
る
が
、

改
め
て
書
籍
版
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
と
の
照
合・

確
認
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
で
き
る
か
ぎ
り
の
誤
字
（
入
力
ミ

ス
）
な
ど
の
修
正
が
は
か
ら
れ
た
。

（
50
）	

第
一
紙
七
行
目
。『
昭
定
』
七
二
一
頁
二
行
目・

真
。

（
51
）	『
昭
定
』
七
二
一
頁
二
行
目・

真
。

（
52
）	『
昭
定
』
一
四
四
六
頁・

写
。

（
53
）	

末
法
に
弘
通
さ
れ
る
べ
き
「
大
法
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
仏
法
の
弘
通
」（
三
）（『
身
延
論
叢
』
第
二
六
号
）
参
照
。

（
54
）	

第
一
二
紙
三
行
目
。『
昭
定
』
八
九
八
頁
一
三
行
目・
真
。

（
55
）	『
昭
定
』
八
九
八
頁
～
八
九
九
頁・

真
。

（
56
）	

空
海
の
『
教
王
経
解
題
』
に
は
「
龍
猛
菩
薩
、
南
天
の
鉄
塔
の
中
よ
り
涌
出
す
る
と
こ
ろ
の
如
来
秘
密
蔵
の
根
本
な
り
」（『
弘
法
大
師
全
集
』

第
一
輯
七
一
九
頁
）
と
、「
涌
出
」
と
あ
る
。
ま
た
『
日
本
真
言
宗
事
』
に
は
「
教
王
経
開
題
云
金
剛
頂
経
及
大
日
経
並
是
龍
猛
菩
薩
南
天
鉄
塔

中
所ｲ

誦
出ｱ

。
不
空
三
蔵
要
決
云
其
大
経
本
阿
闍
梨
云
経
帙
広
長
如ﾚ

牀
。
厚
四
五
尺
。
有ｲ

無
量
頌ｱ

。
在ｲ

南
天
竺
界
鉄
塔
之
中ｱ

。
付
法
伝
云

鉄
塔
者
是
非ｲ

人
功
所
造ｱ

。
如
来
神
力
所
造
也
。
大
日
経
云
大
日
遍
照
尊
微
塵
為ｲ
衆
生ｱ

八
相
成ｲ

示
現ｱ

衆
生
同
受
苦
文
」（『
昭
定
』
二
二
九

八
～
二
二
九
九
頁
）
と
あ
る
。「
誦
出
」
は
「
涌
出
」
の
誤
字
と
思
わ
れ
る
。
本
遺
文
は
真
蹟
不
現
存
で
あ
る
。
ま
た
、「
南
天
竺
の
鉄
塔
」
に
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つ
い
て
は
『
開
目
抄
』
に
「
此
真
言
は
南
天
竺
の
鉄
塔
の
中
の
法
華
経
の
肝
心
の
真
言
也
」（『
昭
定
』
五
七
〇
頁・

曾
）
と
見
え
る
。

（
57
）	

第
七
紙
表
二
行
目
。『
昭
定
』
七
〇
八
頁
八
行
目・

真
。

（
58
）	
本
書
は
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
の
初
版
本
（
龍
吟
社
発
行
）
に
著
者
が
校
訂・

追
補
し
た
校
訂
本
に
基
づ
い
て
、
昭
和
四
四
年
（
一

九
六
九
）
に
浄
妙
全
集
刊
行
会
か
ら
再
刊
さ
れ
た
。

（
59
）	

第
一
紙
七
行
目
。『
昭
定
』
七
二
一
頁
二
行
目・

真
。

（
60
）	

第
一
二
紙
三
行
目
。『
昭
定
』
八
九
八
頁
一
三
行
目・

真
。

（
61
）	

諸
橋
轍
次・
鎌
田
正・

米
山
寅
太
郎
著
『
広
漢
和
辞
典
』
中
巻
一
三
八
七
頁
。
大
修
館
書
店
。

（
62
）	

諸
橋
轍
次・

鎌
田
正・
米
山
寅
太
郎
著
『
広
漢
和
辞
典
』
下
巻
五
九
一
～
五
九
二
頁
。
大
修
館
書
店
。

（
63
）	

諸
橋
轍
次・

鎌
田
正・
米
山
寅
太
郎
著
『
広
漢
和
辞
典
』
下
巻
一
〇
六
〇
頁
。
大
修
館
書
店
。

（
64
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』
歴
史
篇
（
身
延
山
久
遠
寺
発
行
）
は
「
開
拓
」
に
つ
い
て
「
も
と
も
と
の
意
味
は
、

山
野・

荒
地
を
切
り
開
い
て
耕
地
や
敷
地
に
す
る
こ
と
。
だ
が
、
転
じ
て
新
し
い
分
野
、
進
路
な
ど
を
開
く
意
と
な
り
、
さ
ら
に
真
法
門
の
深

意
を
体
得
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」（
一
六
三
頁
）
と
解
説
し
て
い
る
。

（
65
）	『
法
華
宗
内
証
仏
法
血
脈
』『
昭
定
』
六
九
七
頁
。

（
66
）	『
立
正
観
抄
』『
昭
定
』
八
四
五
頁
。

（
67
）	

浅
井
要
麟
編
『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』
別
巻
二
一
八・

二
三
三
頁
。
浅
井
要
麟
著
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
一
九
七
頁
。

　

日
蓮
聖
人
真
蹟
写
真
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
法
華
経
寺
様
の
特
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

一　

日
蓮
聖
人
遺
文
は
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』（
身
延
山
久
遠
寺
発
行
）
に
よ
っ
た
。

二　

日
蓮
聖
人
遺
文
の
真
蹟
現
存
等
の
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

　

真　

真
蹟
現
存
遺
文

　

曾　

真
蹟
曾
存
遺
文

　

断　

真
蹟
断
片
現
存
遺
文
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写　

直
弟
写
本
現
存
遺
文

三　

略
称

　
『
昭
定
』　　
　

�

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』（
身
延
山
久
遠
寺
発
行
）

　
『
真
蹟
集
成
』　�

日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
法
蔵
館
編
集
部
編
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』（
法
蔵
館
発
行
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド�
〉
日
蓮
聖
人
遺
文
、
観
心
本
尊
抄
、
観
心
本
尊
抄
副
状
、
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
、
開
祏
、
開
袥
、
開
拓
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